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書　
　
　
　

評

　

白
井
暢
明

　
『
北
海
道
開
拓
者
精
神
と
キ
リ
ス
ト
教
』

（
北
海
道
大
学
出
版
会
、二
〇
一
〇
年
）

佐
々
木　
　
　

啓

　

本
書
は
、
著
者
白
井
暢
明
氏
が
名
寄
市
立
大
学
を
退
職
さ
れ
る

に
先
立
っ
て
、
長
年
書
き
た
め
ら
れ
た
論
文
を
も
と
に
、「
大
幅
に

修
正
・
加
筆
の
う
え
新
た
に
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
」（
本
書

三
二
八
頁
）。「
序
章　

主
題
設
定
と
方
法
」以
下
、「
第
一
章　

浦
河
・

赤
心
社
―
―
そ
の
成
果
と
ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
」、「
第
二
章　

今

金
・
イ
ン
マ
ヌ
エ
ル
移
住
団
体
―
―
異
教
派
間
の
連
帯
と
確
執
」、

「
第
三
章　

天
沼
家
文
書
と
今
金
・
イ
ン
マ
ヌ
エ
ル
団
体
北
海
道
移

住
の
経
緯
―
―
一
次
史
料
の
解
読
に
よ
る
通
説
の
修
正
・
補
完
の

試
み
」、「
第
四
章　

浦
臼
・
聖
園
農
場
（
高
知
殖
民
会
）
―
―
武

市
安
哉
の
カ
リ
ス
マ
性
」、「
第
五
章　

北
見
・
北
光
社
―
―
坂
本

直
寛
の
開
拓
思
想
と
の
関
連
を
中
心
に
」、「
第
六
章　

遠
軽
・
北

海
道
同
志
教
育
会
（
学
田
農
場
）―
―
遠
軽
教
会
と
の
関
係
と
そ

の
特
質
」
の
六
章
だ
て
で
あ
り
、
第
三
章
の
後
に
、
新
た
に
著
者

の
解
読
し
た
史
料
が
「
補
遺
」
と
し
て
、
さ
ら
に
巻
末
に
「
略
年

表
」
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。

　

各
章
の
タ
イ
ト
ル
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
本
書
は
、「
な
ん

ら
か
の
キ
リ
ス
ト
教
的
な
意
図
や
動
機
を
も
っ
て
北
海
道
に
集
団

移
住
し
て
き
た
団
体
」（
二
頁
）
を
、「
資
料
の
精
査
に
基
づ
き
、

ま
た
で
き
る
限
り
一
次
史
料
に
依
拠
し
つ
つ
」（
四
頁
）、「
精
神

史
的
、
宗
教
社
会
学
的
視
点
か
ら
包
括
的
に
論
じ
た
研
究
」（
同
）

で
あ
る
。「
精
神
史
的
」
視
点
と
は
、
著
者
に
よ
れ
ば
、「
こ
の
種

の
団
体
移
住
者
た
ち
の
北
海
道
移
住
の
動
機
や
目
的
は
何
で
あ
っ

た
の
か
」、「〔
当
時
の
北
海
道
の
過
酷
な
自
然
・
気
候
条
件
の
な

か
で
〕
苦
難
を
耐
え
忍
び
、
克
服
し
て
開
拓
の
実
を
あ
げ
た
人
々

を
支
え
た
精
神
的
基
盤
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
と
い

う
」（
三
頁
、
た
だ
し
〔　

〕
内
は
佐
々
木
に
よ
る
補
い
）
問
い

に
答
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、「
開
拓
移
住
し
た
人
々
の
精

神
の
あ
り
よ
う
と
そ
の
結
果
」（
同
）
を
歴
史
的
に
跡
づ
け
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
本
書
に
お
い
て
な
さ
れ
た
上
記
諸
団
体
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に
つ
い
て
の
立
ち
入
っ
た
調
査
・
記
述
は
、
わ
れ
わ
れ
読
者
に
多

く
の
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
。
と
り
わ
け
第
三
章
で
著
者
は
、「
今

金
・
イ
ン
マ
ヌ
エ
ル
団
体
」
に
関
連
し
て
、
こ
の
団
体
の
リ
ー

ダ
ー
の
一
人
で
あ
っ
た
天
沼
恒
三
郎
の
家
族
に
伝
わ
る
文
書
（
一

次
史
料
）
を
新
た
に
発
掘
し
、
そ
れ
を
解
読
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

（
一
五
三

－

一
八
〇
頁
）、
当
該
団
体
の
入
植
の
経
緯
に
つ
い
て
、

通
説
を
補
完
し
、
ま
た
そ
の
誤
り
を
た
だ
し
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
こ
の
第
三
章
は
、
本
書
の
白
眉
と
も
言
う
べ
き
部
分
で
あ
り
、

本
書
の
歴
史
研
究
と
し
て
の
価
値
を
高
め
て
い
る
。
本
書
の
新

た
な
知
見
を
こ
こ
に
詳
細
に
記
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
そ
れ
ら

の
「
一
次
史
料
か
ら
知
ら
れ
る
天
沼
恒
三
郎
の
移
住
ま
で
の
さ
ま

ざ
ま
な
艱
難
辛
苦
は
、
特
別
な
ツ
テ
や
コ
ネ
を
も
た
な
い
当
時
の

一
般
的
な
北
海
道
開
拓
移
住
希
望
者
た
ち
が
そ
の
希
望
を
実
現
す

る
た
め
に
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
多
く
の
犠
牲
と
手
続
き

上
の
労
苦
を
知
る
上
で
も
き
わ
め
て
貴
重
な
も
の
」（
一
一
九
頁
）

な
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
本
書
に
お
け
る
達
成
は
、
著
者
白
井
氏
の
今
ひ
と

つ
の
重
要
な
関
心
で
あ
る
「「
開
拓
者

0

0

0

精
神
」
と
は
な
に
か
」（
以

下
傍
点
に
よ
る
強
調
は
評
者
佐
々
木
に
よ
る
）
と
い
う
問
い
と
響

き
あ
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
著
者
に
よ
れ
ば
、「
開
拓
者

0

0

0

精
神
」

と
は
、「「
上
か
ら
の
」、
つ
ま
り
国
家
政
策
的
立
場
か
ら
の
政
府

な
い
し
官
吏
の
開
拓
思
想
や
理
念
な
ど
（
開
拓
精
神
）
で
は
な
く
、

「
実
際
に
北
海
道
に
移
住
し
、
自
ら
の
手
で
開
拓
作
業
に
携
わ
っ

た
人
々
自
身
の
精
神
」」（
一
一
頁
）
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
よ
う

に
し
て
著
者
は
、「
屯
田
精
神
」
や
Ｗ
・
Ｓ
・ 

ク
ラ
ー
ク
の “B

oys, 

be am
bitious ! ” 

に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
い
わ
ば
国
家
的
「
開
拓

精
神
」、
あ
る
い
は
国
家
官
僚
た
る
べ
く
養
成
さ
れ
た
エ
リ
ー
ト

た
ち
の
「
開
拓
精
神
」
と
は
異
な
る
、諸
団
体
の
「
開
拓
者

0

0

0

精
神
」

を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
本
書
の
具
体
的
論
述
に
際
し
て
、
著
者
は
、「
宗
教
社

会
学
的
視
点
」
か
ら
、
す
な
わ
ち
、「
北
海
道
開
拓
に
キ
リ
ス
ト

教
を
含
む
「
宗
教
」
が
果
た
し
た
役
割
、
機
能
は
ど
の
よ
う
な
も

の
で
あ
る
の
か
」（
四
頁
）
と
い
う
「
一
種
の
宗
教
機
能
論
」（
六

頁
）
的
な
見
通
し
を
立
て
、
上
記
諸
団
体
を
比
較
・
検
討
し
て
記

述
す
る
た
め
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
を
お
い
て
い
る
。

　

そ
れ
は
、
以
下
の
六
つ
で
あ
る
。
①
「
な
ん
ら
か
の
宗
教
的
信

仰
（
こ
の
場
合
は
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
）
が
北
海
道
の
厳
し
い
自
然

環
境
や
社
会
環
境
の
な
か
で
生
き
抜
く
た
め
の
個
人
的
・
内
面
的
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な
拠
り
所
を
与
え
」（
四

－

五
頁
）
た
か
。
②
キ
リ
ス
ト
教
信
仰

に
基
づ
く
「
離
脱
と
新
世
界
開
拓
と
い
う
モ
チ
ー
フ
の
重
要
性
」

（
七
頁
）
が
ど
れ
ほ
ど
強
調
さ
れ
た
か
。
③
官
依
存
的
あ
る
い
は

封
建
主
義
的
な
も
の
と
は
異
な
る
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
の
あ
り
方
が

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
支
え
る
ヨ
コ
の
絆
」（
七
頁
）
と
な
っ
て
い
た

か
。
④
同
じ
く
、「
新
た
な
地
域
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
形
成
」（
八

頁
）
に
寄
与
し
た
か
。
⑤
教
育
や
倫
理
意
識
の
向
上
に
寄
与
し
た

か
。
⑥
「
慰
め
や
生
き
る
喜
び
を
与
え
る
」（
九
頁
）
も
の
で
あ
っ

た
か
。

　

こ
れ
ら
の
指
標
を
め
ぐ
っ
て
、
著
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
の
特

質
を
記
述
し
て
い
く
。
本
書
の
詳
細
な
記
述
に
は
及
ぶ
べ
く
も
な

く
、
大
雑
把
に
な
る
こ
と
を
覚
悟
の
う
え
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体

に
お
け
る
こ
れ
ら
の
観
点
に
つ
い
て
の
著
者
の
見
立
て
を
表
に

よ
っ
て
示
し
て
お
く
（
◎
は
多
い
に
達
成
さ
れ
た
、
△
は
あ
ま
り

達
成
さ
れ
て
い
な
い
、○
は
そ
の
中
間
、と
い
っ
た
程
度
で
あ
る
）。

　

先
に
記
し
た
よ
う
に
、
本
書
は
、
そ
の
方
法
を
「
思
想
史
的
」

な
も
の
、
あ
る
い
は
「
宗
教
社
会
学
的
」
な
も
の
と
自
己
規
定
し

て
い
る
。
と
り
わ
け
後
者
に
か
か
わ
っ
て
、
本
書
で
は
、
宗
教
社

会
学
者
マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
の
概
念
や
理
論
が
援
用
さ
れ
て

表

団　体　名

入　植　年

浦河・赤心社

1881
（明治13）

今金・インマヌエル
移住団体
1893

（明治26）

浦臼・聖園農場
（高知殖民会）

1893
（明治26）

北見・北光社

1897
（明治30）

遠軽・北海道
同志教育会
（学田農場）
1897

（明治30）

個人的・内面的な
心の拠り所 ○ ○ ○ △ ×

ヨコの絆による民主的な
コミュニティの形成 ○ ◎ ◎ △ △

離脱のエネルギー △ ◎ ○ △ △

コミュニティ・
アイデンティティの創出 ◎ ◎ ○ △ ×

教育の場 ◎ ◎ ○ △ △

慰め ？ ○ ？ ？ ？

定着性（存続期間）   現在まで
４年

（当初の目的を
実質的に放棄）

15年
（組織として
は解体）

16年
（組織として
は解体）

14年
（解散）
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い
る
。
そ
れ
は
、「
エ
ー
ト
ス
」
や
「
カ
リ
ス
マ
」
と
い
っ
た
説

明
概
念
、「
目
的
合
理
性
」
と
「
価
値
合
理
性
」
あ
る
い
は
「
責

任
倫
理
」
と
「
心
情
倫
理
」
と
の
対
比
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
の

定
義
と
「（
禁
欲
的
）
合
理
性
（
合
理
主
義
）」
の
概
念
、
さ
ら
に

は
政
治
と
宗
教
の
関
係
に
つ
い
て
の
一
般
理
論
と
い
っ
た
も
の
で

あ
る
。
例
え
ば
、先
に
述
べ
た
本
書
に
お
け
る
諸
集
団
の
論
述
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
集
団
に
お
け
る
「
エ
ー
ト
ス
」
の
分
析
と
言
い
換
え

ら
れ
る
。
著
者
は
、
ヴ
ェ
ー
バ
ー
に
倣
っ
て
、「
エ
ー
ト
ス
」
を

「
宗
教
的
倫
理
教
説
を
そ
の
も
の
（Ethik
）
で
は
な
く
、
そ
れ
を

基
礎
に
し
な
が
ら
、
ほ
と
ん
ど
無
意
識
的
に
習
性
化
し
た
倫
理
的

な
生
活
態
度
を
意
味
す
る
」（
二
七
頁
）
と
し
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
第
一
章
で
分
析
さ
れ
て
い
る
「
赤
心
社
」
に
関
し
て

は
、
次
の
よ
う
に
言
わ
れ
る
。「
キ
リ
ス
ト
教
は
ほ
か
の
団
体
に

見
ら
れ
る
よ
う
に
単
に
精
神
的
な
力
（
忍
耐
力
、
倫
理
）
と
し
て

作
用
し
た
に
と
ど
ま
ら
ず
、
赤
心
社
の
場
合
に
は
、
経
営
指
導
者

の
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
的
エ
ー
ト
ス
と
し
て
、
一
種
の
資
本
主
義
の
精

神
、
す
な
わ
ち
合
理
主
義
的
な
経
営
姿
勢
に
内
的
に
転
化
し
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。
宗
教
倫
理
と
経
済
倫
理
が
エ
ー
ト
ス
を
媒
介

と
し
て
結
び
つ
く
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
ヴ
ェ
ー
バ
ー
の

テ
ー
ゼ
が
こ
こ
に
ひ
と
つ
の
ロ
ー
カ
ル
な
実
証
例
を
見
い
だ
す
と

い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」（
七
一
頁
）。

　

こ
こ
で
は
、
ヴ
ェ
ー
バ
ー
の
概
念
や
理
論
は
、
そ
れ
を
用
い
る

と
い
っ
そ
う
「
事
実
」
を
的
確
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
、

あ
る
種
の
発
見
（heuristic

）
装
置
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
赤
心
社
の
事
例
は
ヴ
ェ
ー
バ
ー
の
理
論

を
傍
証
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
引
用
に
よ

る
と
著
者
の
意
図
は
後
者
の
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
事
態
は
も
っ

と
複
雑
で
あ
る
。
著
者
は
ま
た
、
赤
心
社
の
指
導
者
た
ち
に
つ
い

て
、
次
の
よ
う
に
も
述
べ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
彼
ら
の
「
人
間

的
特
質
、
姿
勢
は
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
を
背
景
に
も
ち
な
が
ら
も
、

す0

で
に
彼
ら
指
導
者
の
な
か
に
形
成
さ
れ
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
的

エ
ー
ト
ス
と
し
て
働
い
て
い
る
の
で
あ
る
」（
六
七
頁
）。
こ
こ
だ

け
読
む
と
、「
彼
ら
」
は
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
以
前
に
「
ピ
ュ
ー
リ

タ
ン
的
エ
ー
ト
ス
」
を
も
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
ら
な
い
だ

ろ
う
か
。
こ
の
引
用
を
、
先
の
引
用
や
、「
赤
心
社
の
成
功
・
存

続
は
い
わ
ば
キ
リ
ス
ト
教
的
理
念
の
一
種
の
〝
世
俗
化
〞
の
結
果

だ
っ
た
の
で
あ
る
」（
七
一
頁
）
と
い
っ
た
こ
の
章
結
論
部
の
記

述
と
突
き
合
わ
せ
る
と
、
著
者
の
論
述
に
は
微
妙
な
揺
ら
ぎ
と
い
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う
か
分
か
り
づ
ら
さ
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

評
者
の
問
題
意
識
に
即
し
て
、
よ
り
簡
単
に
言
い
換
え
れ
ば
、

赤
心
社
の
指
導
者
た
ち
の
「
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
的
エ
ー
ト
ス
」
と
い

う
の
は
、
本
当
に
彼
ら
の
キ
リ
ス
ト
教
的
信
仰
に
よ
る
も
の
な
の

か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
上
記
引
用
箇
所

の
「
す
で
に

0

0

0

」
と
は
ど
う
い
う
意
味
な
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
第
一
章

に
お
い
て
は
特
に
、
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
を
入
植
者
た
ち
の
「
開
拓

者
精
神
」
と
結
び
つ
け
、
ヴ
ェ
ー
バ
ー
の
―
―
と
り
わ
け
『
プ
ロ
テ

ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
倫
理
と
資
本
主
義
の
精
神
』
に
お
い
て
展
開

さ
れ
た
―
―
理
論
を
用
い
る
の
に
急
で
あ
る
あ
ま
り
、
歴
史
記
述

と
し
て
は
あ
る
種
の
フ
ラ
イ
ン
グ
―
―
事
象
の
見
方
に
対
す
る
偏

り
―
―
が
生
じ
て
い
る
よ
う
に
評
者
に
は
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

私
は
こ
の
点
を
す
っ
き
り
さ
せ
る
た
め
に
大
胆
な
仮
説
を
考
え

た
。大
胆
と
は
い
え
、そ
の
仮
説
は
単
純
な
も
の
で
あ
る
。そ
れ
は
、

「
赤
心
社
」
の
と
り
わ
け
指
導
者
た
ち
に
お
い
て
は
、
キ
リ
ス
ト

教
信
仰
に
先
立
っ
て
「
す
で
に

0

0

0

」「
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
的0

エ
ー
ト
ス
」

（
あ
く
ま
で「
的
」で
あ
る
）が
形
成
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の「
エ
ー
ト
ス
」が
文
字
通
り「
ピ
ュ
ー

リ
タ
ン
的
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
」
を
触
媒
と
し
て
強
化
さ
れ
た
も
の

が
、
さ
ら
に
「
赤
心
社
の
エ
ー
ト
ス
」
と
で
も
言
う
べ
き
も
の
を

形
成
し
た
の
だ
、
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

た
と
え
ヴ
ェ
ー
バ
ー
か
ら
離
れ
る
と
し
て
も
、
ギ
リ
シ
ャ
語

「
エ
ー
ト
ス
」
の
元
来
の
意
味
に
立
ち
返
っ
て
、
こ
れ
を
「
長
い

間
に
内
面
化
さ
れ
た
気
質
」
と
考
え
る
な
ら
、
上
記
の
よ
う
な
い

く
ぶ
ん
理
解
す
る
の
が
難
し
い
本
書
の
記
述
も
整
理
さ
れ
、
そ
の

こ
と
に
よ
っ
て
さ
ら
に
、
赤
心
社
の
入
植
者
た
ち
の
「
開
拓
者
精

神
」
が
よ
り
明
白
に
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。

　
「
赤
心
社
」
と
い
う
団
体
の
構
成
員
は
、
主
に
摂
津
三
田
藩
の

出
身
者
で
あ
る
。
摂
津
三
田
藩
は
、
小
藩
な
が
ら
、
幕
末
維
新
期

に
、最
後
の
藩
主
で
あ
る
九
鬼
隆
義
（
一
八
三
七

－

一
八
九
一
年
）

を
は
じ
め
、
彼
が
藩
政
の
中
心
に
抜
擢
し
た
藩
校
造
士
館
教
授
で

儒
官
の
白
洲
退
蔵
（
一
八
二
八

－

一
八
九
一
年
：
第
二
次
大
戦
後

の
実
業
家
で
昨
今
話
題
の
白
洲
次
郎
の
祖
父
）、
藩
医
の
家
系
に

生
ま
れ
開
成
所
教
授
を
勤
め
、
日
本
の
西
洋
近
代
科
学
（
と
り
わ

け
物
理
・
化
学
）
導
入
の
礎
を
築
い
た
川
本
幸
民
（
一
八
一
〇

－

一
八
七
一
年
：
そ
れ
ま
で
の
「
舎
密
」
に
替
え
て
「
化
学
」
と
い

う
訳
語
を
最
初
に
用
い
た
の
は
彼
で
あ
る
）
な
ど
、
開
明
さ
れ
進

取
の
気
象
に
富
ん
だ
人
物
を
生
み
出
し
た
。
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江
戸
で
蘭
学
を
学
び
（
同
門
に
福
沢
諭
吉
の
師
緒
方
洪
庵
が
い

た
）
蘭
方
医
と
な
っ
た
川
本
の
仲
介
に
よ
っ
て
、
藩
主
九
鬼
隆
義

や
白
洲
退
蔵
は
福
沢
諭
吉
と
親
交
を
結
ん
だ
。
彼
ら
に
関
す
る
興

味
深
い
逸
話
は
い
く
つ
も
あ
る
が
、
例
え
ば
、
儒
官

0

0

で
あ
る
白
洲

退
蔵
は
、「
上
海
版
の
聖
書
五
冊
を
購
入
し
た
こ
と
が
、
江
戸
表

に
知
れ
禁
制
破
り
が
問
題
化
し
か
け
た
と
こ
ろ
を
福
沢
諭
吉
の
取

り
成
し
で
無
事
に
収
ま
っ
た
」（
か
つ
て
ネ
ッ
ト
上
で
閲
覧
で
き

た
私
的
に
編
ま
れ
た
三
田
藩
関
連
の
歴
史
記
事
に
よ
る
）
そ
う
で

あ
る
。
さ
ら
に
、
九
鬼
隆
義
と
福
沢
諭
吉
の
交
遊
は
生
涯
に
わ
た

り
、
福
沢
か
ら
九
鬼
宛
の
書
翰
が
慶
応
大
学
図
書
館
に
十
数
通
残

さ
れ
て
い
る
。
維
新
直
後
か
ら
、「
隆
義
は
福
沢
諭
吉
の
強
い
影

響
を
受
け
藩
中
一
般
男
子
は
洋
服
を
着
用
、
牛
肉
を
常
食
、
洋
書

は
通
読
、
洋
式
操
練
な
ど
は
最
も
進
ん
で
い
た
。
特
に
隆
義
は
新

時
代
に
対
応
す
る
方
策
と
し
て
、
川
本
幸
民
・
清
次
郎
の
英
蘭
塾

を
充
実
さ
せ
る
洋
学
校
設
立
を
急
務
と
考
え
、
福
沢
諭
吉
の
賛
成

を
得
て
洋
書
、
機
械
類
を
横
浜
の
丸
屋
か
ら
購
入
す
る
な
ど
、
関

西
に
お
け
る
洋
学
の
先
駆
を
な
し
た
進
歩
的
な
殿
様
」（
同
）
で

あ
っ
た
よ
う
だ
。

　

こ
の
よ
う
な
（
福
沢
諭
吉
経
由
の
？
）
開
明
性
や
西
洋
風
の
合

理
性
、
あ
る
い
は
実
利
性
の
痕
跡
は
、「
赤
心
社
」
に
も
そ
の
具

体
的
な
痕
跡
を
残
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
本
書
に
も
記
さ
れ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。「
福
沢
諭
吉
が
海
外
か
ら
持
ち
帰
り
、
翻
訳
し

た
図
書
の
な
か
の
、『
帳
合
之
法
』
な
る
会
計
理
論
書
を
澤
茂
吉

が
現
地（
浦
河
）で
実
践
し
た
こ
と
。つ
ま
り
会
社
の
財
産
管
理
を
、

複
式
簿
記
特
有
の
「
借
方
」「
貸
方
」
と
い
う
区
分
に
よ
っ
て
資

本
変
動
の
内
容
を
漏
ら
さ
ず
記
録
し
て
い
た
」（
六
九

－

七
〇
頁
：

た
だ
し
、
山
下
弦
橘
『
風
説
と
栄
光
の
百
二
十
年
―
―
ピ
ュ
ー
リ

タ
ン
開
拓
団
赤
心
社
の
ル
ー
ツ
と
業
績
を
辿
る
』赤
心
株
式
会
社
、

二
〇
〇
二
年
、
に
よ
る
：
著
者
白
井
氏
は
こ
う
い
っ
た
帳
簿
を
実

際
に
ご
自
身
の
目
で
確
認
さ
れ
て
い
る
〔
八
一
頁
注
（
九
六
）〕）。

そ
し
て
、
こ
の
引
用
に
あ
る
赤
心
社
の
リ
ー
ダ
ー
の
一
人
で
あ
っ

た
澤
茂
吉
は
、
川
本
幸
民
が
維
新
後
帰
郷
し
て
開
設
し
た
洋
（
英

語
）
学
校
に
い
ち
早
く
入
学
し
て
学
ん
だ
の
ち
、
慶
応
義
塾
に
進

ん
で
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
赤
心
社
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
澤
茂

吉
な
ど
の
「
基
本
的
に
近
代
的
・
合
理
的
で
あ
り
、
そ
し
て
事
務

的
・
現
実
的
」（
六
六
頁
）
な
思
考
様
式
や
、
彼
ら
の
共
同
体
に

お
け
る「
当
時
と
し
て
は
異
例
の
き
わ
め
て
近
代
的
な
人
間
関
係
」
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（
六
七
頁
）
な
ど
も
、
実
は
、
彼
ら
が
キ
リ
ス
ト
教
に
直
接
接
触

す
る
以
前
か
ら
、
い
わ
ば
「
エ
ー
ト
ス
」
と
し
て
「
す
で
に

0

0

0

」
形

成
さ
れ
て
い
た
も
の
で
は
な
い
の
か
。
こ
れ
こ
そ
、
著
者
白
井
氏

が
、「
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
を
背
景
に
も
ち
な
が
ら
も
、
す
で
に

0

0

0

彼

ら
指
導
者
の
な
か
に
形
成
さ
れ
た
ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
」
と
図
ら

ず
も
（
？
）
記
し
て
し
ま
っ
た
所
以
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

三
田
藩
と
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
上
の
関
係
は
、
一
八
七
二
年
八
月

四
日
、
ア
メ
リ
カ
ン
ボ
ー
ド
の
宣
教
師
Ｊ
・
Ｄ
・
デ
ー
ヴ
ィ
ス
夫

婦
が
Ｊ
・
Ｃ
・
ベ
リ
ー
医
師
の
勤
め
に
よ
り
有
馬
温
泉
に
避
暑
に

来
た
時
に
、
九
鬼
隆
義
が
温
泉
ま
で
遣
い
の
者
を
派
遣
し
た
こ
と

に
始
ま
る
と
い
う
。
明
治
に
な
っ
て
三
田
藩
士
に
キ
リ
ス
ト
教
を

信
奉
す
る
者
が
多
数
現
わ
れ
た
の
は
、
む
し
ろ
、
洋
学
的
精
神
ま

た
は
そ
れ
を
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
と
す
る
一
種
の
進
取
の
気
風
が
あ
っ

た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
赤
心
社
は
、
他
の
諸
団

体
に
比
べ
て
入
植
時
期
が
際
立
っ
て
早
い
こ
と
も
目
を
引
く
（
表

参
照
）。

　

こ
う
書
い
て
き
て
、
そ
れ
な
ら
ば
、
例
え
ば
福
沢
な
ど
を
迂
回

し
て
、
西
洋
の
「
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
的
エ
ー
ト
ス
」
が
彼
ら
に
間
接

的
に
流
入
し
た
の
だ
、
と
い
う
よ
う
な
仮
説
も
成
り
立
つ
よ
う
に

思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
歴
史
の
因
果
は
途
切
れ
る

こ
と
が
な
い
。

　

例
え
ば
、
川
本
幸
民
を
、
そ
の
す
ぐ
れ
た
学
力
を
買
っ
て
異
例

に
も
若
年
の
う
ち
に
江
戸
へ
送
る
決
断
を
し
、
後
に
白
洲
退
蔵
も

教
え
る
こ
と
に
な
る
藩
校
「
造
士
館
」
を
整
え
た
の
は
、
隆
義

の
三
代
前
の
第
一
〇
代
三
田
藩
主
九
鬼
隆
国
（
一
七
八
一
年

－

一
八
五
三
年
）
で
あ
っ
た
。
三
田
藩
の
「
エ
ー
ト
ス
」＝
進
取
の

気
風
は
相
当
古
く
ま
で
遡
る
よ
う
で
あ
る
。

　

本
書
で
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
北
光
社
や
学
田
農
場
な
ど
の
入

植
団
体
が
、
土
佐
藩
士
を
中
心
と
し
て
い
た
こ
と
に
比
べ
る
と
何

か
暗
示
的
で
は
な
い
か
。
同
じ
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
に
燃
え
て
と
は

い
え
、
も
っ
と
長
い
ス
パ
ン
で
形
成
さ
れ
た
彼
ら
入
植
者
た
ち
の

「
エ
ー
ト
ス
」
あ
る
い
は
「
心
性
（m

entalité

）」
が
入
植
の
成
否

を
分
け
た
、
と
い
う
見
方
も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

　

赤
心
社
は
確
か
に
現
在
ま
で
残
っ
て
い
る（
表
参
照
）。し
か
し
、

そ
れ
は
た
だ
の
株
式
会
社
組
織
の
商
店
で
あ
る
。
赤
心
社
の
当
初

の
成
功
が
た
と
え
「
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
的
エ
ー
ト
ス
」
に
よ
る
も
の

だ
っ
た
と
し
て
も
、
現
在
ま
で
存
続
し
て
い
る
赤
心
社
は
、
い
わ

ば
か
な
り
「
世
俗
化
」
し
て
し
ま
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
だ
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ろ
う
。
規
模
に
お
い
て
あ
ま
り
に
大
き
な
違
い
は
あ
る
も
の
の
、

彼
ら
の
「
殿
様
」
で
あ
っ
た
九
鬼
隆
義
や
藩
の
重
鎮
白
洲
退
蔵
が

や
が
て
事
業
に
乗
り
出
し
、
神
戸
の
街
の
開
発
に
大
き
な
足
跡
を

残
し
、
後
に
政
財
界
で
も
活
躍
し
た
こ
と
が
思
い
起
こ
さ
れ
る
。

＊

　

最
後
に
、
実
は
、
私
の
先
祖
は
赤
心
社
の
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で

あ
る
。
リ
ー
ダ
ー
と
い
う
よ
り
は
、
そ
の
他
大
勢
組
だ
っ
た
よ
う

だ
。
私
の
曾
祖
父
（
私
の
母
方
の
祖
父
の
父
）
が
浦
河
へ
入
植
し

た
の
で
あ
る
。
彼
が
キ
リ
ス
ト
教
に
入
信
し
た
の
は
、
浦
河
入
植

後
で
あ
る
。
今
回
、
こ
の
書
評
を
書
く
に
あ
た
っ
て
い
ろ
い
ろ
調

べ
て
い
る
う
ち
に
、
自
ら
の
先
祖
に
つ
い
て
も
新
た
な
事
実
を
知

る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

私
の
先
祖
は
、
三
田
藩
の
士
族
家
庭
の
次
男
と
三
男
（
私
の
曾

祖
父
）
の
兄
弟
が
赤
心
社
に
加
わ
っ
て
い
る
。
彼
ら
の
父
（
す
な

わ
ち
私
の
祖
父
の
祖
父
）
と
長
男
は
、
実
は
ど
ち
ら
も
養
子
に
出

て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
彼
ら
の
父
は
養
子
に
行
っ
た
先
で
男
子
が

生
ま
れ
た
の
で
、
若
く
し
て
隠
居
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
そ
こ
で

長
男
も
養
子
に
行
っ
た
が
、
や
は
り
養
子
先
に
男
子
が
誕
生
し
て

家
督
を
継
げ
な
か
っ
た
。
残
さ
れ
た
次
男
と
三
男（
私
の
曾
祖
父
）

は
、「
さ
て
ど
う
す
る
？
」、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
維
新
後
の
武

士
の
家
族
の
困
難
が
垣
間
見
え
る
。

　

昨
年
一
〇
二
歳
で
死
ん
だ
私
の
祖
母
（
祖
父
の
配
偶
者
）
が
死

の
床
に
あ
る
時
、
ネ
ッ
ト
上
に
あ
っ
た
私
の
曾
祖
父
の
父
（
す
な

わ
ち
祖
母
の
義
父
〔
入
植
者
〕
の
父
）
の
写
真
と
上
記
の
よ
う
な

事
実
が
記
さ
れ
た
記
事
を
見
せ
た
。
す
る
と
、
ほ
と
ん
ど
も
の
が

言
え
な
く
な
っ
て
い
た
祖
母
が
、
ぼ
そ
っ
と
し
か
し
は
っ
き
り
と

言
っ
た
の
で
あ
る
。「
み
ん
な
養
子
に
行
く
か
ら
ダ
メ
な
の
よ
」。

　

は
た
し
て
、
わ
れ
ら
が
ご
先
祖
様
た
ち
は
、
キ
リ
ス
ト
教
信
仰

に
基
づ
く
高
邁
な
理
想
に
燃
え
て
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
よ
ろ
し
く
北

海
道
に
入
植
し
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
入
植
二
世
代

目
で
あ
る
私
の
祖
父
は
、
明
治
維
新
以
降
、
今
や
五
代
目
に
さ
し

か
か
る
わ
れ
ら
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
・
キ
リ
ス
ト
教
徒
一
族
の
な
か

で
、
確
か
に
、
あ
る
意
味
で
は
も
っ
と
も
「
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
的
」

で
あ
っ
た
と
、
幼
心
に
よ
く
記
憶
し
て
い
る
。
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